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みる・かたる・つくる-

(
特
別
展
)

金
工
の
世
界

新
年
一
月
よ
り
、
金
工
芸
術
に

焦
点
を
あ
て
た
特
別
展
「
金
工
の

世
界
」
を
開
催
し
ま
す
。

本
展
は
、
明
治
か
ら
昭
和
ま
で

の
各
時
期
の
代
表
的
な
作
家
の
作

品
を
中
心
に
展
観
し
、
技
法
に
も

触
れ
な
が
ち
、
多
様
な
発
展
を
見

せ
た
金
工
の
独
特
な
技
と
美
の
世

界
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

金
工
は
古
来
、
仏
教
器
物
、
あ

る
い
は
武
具
や
茶
道
具
、
文
具
な

ど
の
需
要
と
共
に
、
そ
の
技
術
が

開
発
さ
れ
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

明
治
の
文
明
開
化
期
を
迎
え
た

金
工
界
は
、
急
激
な
社
会
改
革
の

影
響
を
受
け
、
そ
の
活
動
は
一
時

期
停
滞
し
ま
し
た
が
、
明
治
の
後

半
期
に
は
日
本
内
外
の
美
術
の
研

究
な
ど
が
反
映
し
、
新
時
代
に
即

し
た
美
術
工
芸
へ
の
気
運
が
高
ま

り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
種
々
の

金
工
研
究
団
体
が
誕
生
し
、
帝
展

へ
の
工
芸
部
設
置
な
ど
も
拍
車
と

な
り
、
金
工
は
時
代
と
共
に
さ
ま

ざ
ま
な
傾
向
を
示
し
な
が
ら
向
上

発
展
し
、
技
術
的
に
も
意
匠
的
に

も
多
様
化
し
、
工
芸
の
枠
に
と
ら

れ
れ
な
い
新
し
い
造
形
も
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

金
工
の
技
法
は
、
主
な
も
の
と

し
て
鋳
金
、
鍛
金
、
彫
金
が
あ
り

ま
す
。
鋳
金
は
、
金
属
を
と
か
し

い
ま
す
。

各
種
の
技
法
に
よ
り
創
造
さ
れ

た
作
品
の
展
観
は
、
他
の
芸
術
と

は
ま
た
味
お
い
の
異
な
っ
た
、
清

て
鋳
型
に
入
れ
て
作
品
を

造
り
ま
す
。
鍛
金
は
、
金

属
を
た
た
い
て
板
状
に
の

は
し
、
成
形
し
ま
す
。
彫

金
は
、
金
属
を
彫
刻
し
た

り
し
て
装
飾
す
る
技
法
で

す
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
で

海野 清「青銀花器」

も
種
々
の
技
法
が
あ
る
か

け
で
、
今
回
の
展
示
予
定
作
家
に

は
、
独
特
な
伝
統
技
法
に
よ
っ
て
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者

(
人
間
国

宝
)

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
万
、
ま

た
活
躍
中
の
方
も
数
名
含
ま
れ
て

新
な
美
を
皆
様
に
与
え
る
も
の
と

確
信
い
た
し
ま
す
。

展
示
出
品
予
定
は
五
十
七
作
家

一
二
二
点
、
作
家
の
方
々
は
次
の

通
り
で
す
。

本
間
琢
斎
、
加
納
夏
雄
、
黒
川

栄
勝
、
鹿
島
一
布
、
海
野
勝
瑞
、

塚
田
秀
鏡
、
鈴
木
長
吉
、
豊
川
光

長
、
平
田
宗
幸
、
香
川
勝
広
、
岡

崎
雪
声
、
初
代
宮
田
藍
堂
、
大
国

柏
斎
、
大
島
如
雲
、
海
野
美
盛
、

香
取
秀
真
、
津
田
信
夫
、
清
水
南

山
、
石
田
英
一
、
佐
々
木
象
堂
、

海
野
清
、
山
本
安
曇
、
杉
田
末
堂
、

北
原
子
鹿
、
山
本
純
民
、
根
来
実

三
、
高
村
豊
岡
、
大
木
秀
春
、
内

藤
春
治
、
林
万
寿
人
、
豊
田
勝
秋
、

鹿
島
一
谷
、
中
野
恵
禅
、
香
取
正

彦
、
丸
谷
端
堂
、
山
室
百
世
、
長

野
埴
志
、
会
田
富
康
、
大
須
賀
喬
、

二
代
宮
田
藍
堂
、
信
田
洋
、
海
野

建
夫
、
内
藤
四
郎
、
関
谷
四
郎
、

山
脇
洋
二
、
三
井
安
蘇
夫
、
梁
川

鍼
之
肋
、
蓮
田
修
吾
郎
、
津
田
永

寿
、
帖
佐
美
行
、
鈴
木
貫
爾
、
山

下
恒
雄
、
宮
田
宏
平
、
平
松
保
域
、

鈴
木
治
平
、
越
智
健
三
、
大
須
賀

選

会
期
・
観
覧
料

・
会
期

昭
和
5
8
年
1
月
2
1
日
㈹
̃
2
月

2
4
日
㈱

開
館
時
間

午
前
9
時
̃
午
後

4
時
0
0
分

月
曜
日
休
館

・
入
場
料

一
般
五
百
円
(
三
百
円
)

大
・
高

生
三
百
円
(
二
百
円
)

中
"
小
生

二
百
円
(
七
十
円
)

(

)
内
は

2
0
名
以
上
の
団
体
料
金

特
別
展
「
絵
地
図
の
魅
力
」
を
終
え
て

特
別
展

「
絵
地
図
の
魅
力
」

は
九
月
十
一
日
間
か
ら
十
月
十

三
日
㈹
ま
で
開
催
し
た
。
初
日

か
ら
台
風
の
影
響
に
よ
る
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
、
実
開
催
日
数
の

半
分
は
雨
天
。
し
か
も
土
・
日

・
祝
日
の
七
割
が
雨
で
あ
っ
た
。

お
天
気
に
は
、
ハ
ラ
ハ
ラ
の
連

続
で
終
始
し
た
。
し
か
し
、
悪

天
候
に
も
か
か
お
ら
ず
京
阪
神

方
面
か
ら
も
日
帰
り
で
見
学
の

方
々
も
あ
り
、
絵
地
図
の
根
強

い
人
気
を
再
認
識
し
た
。

「
五
街
道
分
間
延
絵
図
」
等
重
要

文
化
財
七
点
を
含
む
約
百
三
十
点

の
展
示
作
品
を
公
開
し
、
日
本
の

近
代
絵
画
の
ル
ー
ツ
を
探
り
、
日

本
画
と
洋
画
の
原
点
の
一
つ
が
地

図
づ
く
り
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
機
会
と
す
る
こ
と
も

特
別
展
の
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
。

本
展
に
関
連
し
九
月
二
十
六
日

佃
、
国
立
国
会
図
書
館
主
査
で
江

戸
文
化
研
究
家
の
朝
倉
治
彦
氏
を

講
師
に
迎
え
、
「
名
所
と
絵
地
図
」

と
題
し
て
講
演
会
を
開
催
し
た
。

絵
地
図
に
は
、
地
図
そ
の
も
の
、

絵
画
風
の
も
の
、
絵
画
そ
の
も
の

と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
地
図
を
描
い
た
人
が
狩
野
派

を
は
じ
め
絵
師
で
あ
っ
た
こ
と
。

烏
轍
に
よ
る
表
現
を
中
心
に
か
な

り
美
術
的
な
発
達
を
し
、
人
間
の

日
常
が
絵
画
的
に
投
影
し
て
い
る

こ
と
。
日
本
で
の
絵
地
図
の
研
究

は
ま
だ
新
し
く
、
鳥
取
に
注
目
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
十

年
代
以
降
で
、
現
在
は
、
地
図
資

料
の
整
理
期
で
あ
り
、
今
後
、
本

格
的
な
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
十
月
九
日
㈹
に
美
術

を
語
る
会
を
開
催
し
、
話
題
提

供
者
に
習
志
野
市
立
大
久
保
図

書
館
長
森
田
保
氏
を
囲
み
、
「
絵

地
図
の
世
界
-
橋
本
貞
秀
を
め

ぐ
っ
て
-
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

活
発
な
語
り
合
い
が
な
さ
れ
た
。

ー
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みる・かたる・つくる

常
設
収
蔵
作
品
展

第
一
一
期

十
二
月
三
日
̃
一
月
十
六
日

第
三
期

三
月
二
日
̃
三
十
一
日

収
蔵
作
品
展
は
、
新
収
蔵
作
品

を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
本
館
で
収

蔵
し
て
き
た
作
品
を
、
随
時
、
展

示
替
え
を
行
い
な
が
ら
広
く
公
開

し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
三
期
に
分
け
て
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
第
一
期
に
引
き

続
き
浅
井
忠
と
そ
の
周
辺
作
家
の

作
品
、
千
葉
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る

作
家
及
び
千
葉
を
題
材
に
し
た
作

品
、
水
彩
作
品
等
、
い
く
つ
か
の

観
点
に
た
ち
、
第
二
期
、
第
三
期

と
一
部
展
示
替
え
を
行
っ
て
展
観

し
ま
す
。

主
な
展
示
作
家
は
、
本
県
の
生

ん
だ
日
本
近
代
洋
画
の
先
駆
者
、

浅
井
忠
を
中
心
に
師
の
フ
ォ
ン
タ

ネ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
弟
子
の
石
井

柏
亨
、
安
井
曽
太
郎
、
梅
原
龍
三

郎
、
田
中
書
之
助
、
黒
田
重
太
郎

等
。
日
本
美
術
に
お
け
る
近
代
以

降
の
房
総
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家

の
椿
貞
雄
、
東
山
魁
夷
、
藤
田
喬

平
、
長
谷
川
昂
、
大
石
隆
子
、
浜

口
陽
三
等
、
幅
広
く
房
総
の
美
術

家
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

展
示
内
容
(
第
二
期
)

・
日
本
画

東
山
魁
夷
「
門
」
「
秋
深
」
 
、
加
倉

井
和
夫
「
穀
機
」
 
、
高
畑
郁
子
「
メ

ス
テ
ィ
ー
ソ
の
女
達
」

・
洋
画

ク
弓
ル
ベ
「
雪
の
中
の
小
鹿
」
 
、

コ
ロ
1

「
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
の

風
景
」
 
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ

「
神
女

之
図
」
 
、
浅
井
忠
「
農
婦
」
、
都
鳥
実

害
「
八
潮
の
秋
」
 
、
石
井
柏
亭
「
安

倍
川
」
「
舞
姫
」
 
、
梅
原
龍
三
郎
「
竹

窓
読
書
図
」
、
伊
藤
快
彦
「
林
檎
」
、

桜
井
忠
剛
「
バ
ラ
」
 
、
田
中
善
之
助

「
パ
リ
の
女
」
 
、
榊
原
一
広
「
南
仏

風
景
」
、
小
川
千
変
「
港
」
、
霜
鳥
之

彦
「
緑
の
ス
ウ
ェ
ー
タ
ー
」
 
、
長
谷

川
良
雄
「
晩
秋
」
 
、
中
林
億
「
冬
の

風
景
」
 
、
加
藤
源
之
助
「
秋
の
山
(
大

和
初
瀬
村
)
」
 
、
田
中
志
奈
子
「
デ

ッ
サ
ン
」
 
、
安
井
曽
太
郎
「
デ
ッ
サ

ン
」
、
黒
田
重
太
郎
「
浴
後
」
、
白
滝

幾
之
助

「
エ
ジ
プ
ト
」
「
伊
国
ナ
ポ

リ
」
 
、
不
破
章
「
奥
鬼
怒
の
湯
治
場
」

「
三
人
姉
妹
」
 
、
中
西
利
雄
「
曇
り

日
の
離
宮
と
駅
」
「
外
房
風
景
」
 
、
小

堀
進
「
南
欧
の
丘
」
「
冬
晴
れ
の
果

樹
園
」
 
、
椿
貞
雄
「
八
童
子
像
」
「
春

夏
秋
冬
図
屏
風
」
「
鋸
山
か
ら
見
た

風
景
」
「
黒
壷
に
椿
一
輪
」
「
水
彩
画

家
」
「
山
茶
花
図
」
 
、
桜
田
精
一
「
冬

の
並
木
道
」
 
、
笹
岡
了
一
「
放
蕩
息

子
の
帰
宅
」
、
遠
藤
建
郎
「
朝
市
」
、

山
谷
鉄
一
「
凪
」
 
、
林
倭
衛
「
岩
和

田
海
岸
」
 
、
鴨
川
誠
一
「
星
察
し
、
榎

本
了
三
「
花
籠
」

・
工
芸

佐
治
賢
使
「
苑
」
、
藤
田
喬
平
「
飾

宮
朱
雀
」
 
、
信
田
洋
「
黒
孔
雀
の
瓶
」

「
立
姿
甑
」
 
、
小
林
正
利
「
祈
り
(
啓

蟄
)
」
 
、
土
肥
満
「
向
い
あ
う
単
体
」

・
彫
塑

長
谷
川
昂

「
釈
迦
」
「
舎
利
弗
」

「
白
梅
連
」
「
大
迦
葉
」
「
須
菩
提
」

「
富
楼
郡
」
「
迦
据
延
」
「
阿
部
律
」

「
優
婆
羅
」
「
羅
喉
羅
」
「
阿
難
」

・
書石

井
隻
石
「
林
烏
相
応
不
避
人
」

浅
見
錦
龍
「
良
寛
の
詩
」
 
、
小
暮
青

風
「
天
職
」
 
、
金
子
聴
松
「
視
思
明
」

大
石
隆
子
「
待
君
」

聞蘭画蘭画聞語間野トピックス錨闇聞

和
田
実
作
、
岡
田
三
郎

助
等
の
逸
材
を
育
て
、
の

ち
旧
制
千
葉
中
学
校
図
画

教
師
と
し
て
の
三
十
余
年
、

後
進
の
育
成
に
生
涯
を
さ

さ
げ
石
井
林
響
、
柳
敬
助

等
を
輩
出
さ
せ
た
堀
江
正

章
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を

五
十
三
年
度
に
開
催
し
た

が
、
こ
の
た
び
西
村
正
名

氏
よ
り

「
西
村
房
太
郎
像
」

「
西
村
房
太
郎
氏
祖
母
像
」

の
二
点
が
本
館
に
寄
贈
さ

れ
を
機
会
に
中
西
富
江
氏
よ
り
「
ト

リ
エ
ー
ル
:
ン
ユ
ー
ル
・
セ
ー
ヌ
」

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
あ
っ
〈
感
謝
い
た
し

ま
す
。

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
七
月
二
十
二
日
か

ら
八
月
十
九
日
ま
で
、
油
彩
に
劣

ら
な
い
力
強
さ
と
明
る
く
清
潔
な

中
に
重
厚
さ
の
あ
る
色
調
で
、
水

彩
画
の
一
層
の
近
代
化
を
推
し
進

め
た
中
西
利
雄
に
焦
点
を
あ
て
た

展
覧
会
を
開
催
し
、
好
評
の
う
ち

に
終
了
し
た
こ
と
は
、
皆
様
の
ご

記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ

堀
江
正
章

「
西
村
房
太
郎
氏
祖
母
像
」

中西利雄「卜i)エール・シュール・セーヌ」

第
二
回
美
術
館
協
議
会
開
く

去
る
十
二
月
八
日
㈱
、
本
年
度

第
二
回
美
術
館
協
議
会
が
開
催
さ

れ
た
。

会
議
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度

当
初
予
算
要
求
の
概
要
、
昭
和
五

十
七
年
度
の
事
業
実
施
状
況
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
後
、
本
館
開
詣

十
年
を
迎
え
る
五
十
八
年
度
の
手

業
、
特
別
企
画
展
、
企
画
展
(
常

設
収
蔵
作
品
展
、
千
葉
県
移
動
美

術
館
、
房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
∴

普
及
事
業
(
実
技
講
座
・
美
術
を

語
る
会
、
美
術
講
演
会
、
夏
季
大

学
)
等
に
つ
い
て
協
議
が
交
わ
さ

れ
た
。



みる・かたる・つくる-

先
号
に
引
き
続
い
て
、
昨
年
度

の
特
別
展
「
浅
井
忠
と
京
都
洋
画

壇
の
人
々
」
開
催
に
と
も
な
い
購

入
、
寄
贈
さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。中

林
債
・
小
川
千
染

田
中
書
之
助

●
寄
贈

中
林
左
千
夫
氏
よ
り

中
林
偶
作
「
山
中
湖
附
近
」

(
水

彩
、
三
四
・
〇
×
四
九
・
五
e
m
)

「
冬
の
風
景
」

(
水
彩
、
二
五
・

二
×
三
三
・
〇
e
m
)

「
鳥
居
」
(
淡

彩
、
二
六
・
五
×
三
七
・
一
…
一

「
風
景
」

(
鉛
筆
、
二
六
・
五
×

三
七
・
二
e
m
)

「
保
津
川
上
流
」

(
水
彩
、
二
六
㌧
五
×
三
七
・
〇

e
m
)

「
け
し
の
花
」

(
水
彩
、
五

〇
・
〇
×
三
四
・
〇
ぐ
m
)

●
購
入

中
間
子
蛮
作
「
港
」

(
油
彩
、
三

二
・
三
×
四
四
・
八
C
m
)

田
中
善
之
動
作
「
パ
リ
の
女
」
(
油

彩
、
六
〇
・
六
×
五
〇
・
〇
C
m
)

「
聖
護
院
の
裏
」
(
水
彩
、
二
四
・

二
×
三
五
二
二
C
m
)

「
山
門
」
(
水

彩
、
四
二
・
三
×
三
二
・
一
e
m
)

「
高
台
寺
」

(
鉛
筆
、
四
二
・
二

×
三
四
・
三
e
m
)

「
出
町
」

(
鉛

筆
、
四
二
・
二
×
三
一
・
〇
e
m
)

中
林
億
(
一
八
七
八
̃
一
九
三

七
)
、
小
川
千
袈
(
一
八
八
二
̃

一
九
七
一
)
、
田
中
善
之
肋
(
一

八
八
九
̃
一
九
四
六
一
は
と
も
に

聖
護
院
洋
画
研
究
所
、
続
い
て
関

西
美
術
院
で
浅
井
忠
に
学
ん
だ
人

た
ち
で
あ
る
。
中
林
促
は
は
じ
め

伊
藤
快
彦
の
鐘
美
会
で
学
ん
で
お

り
、
浅
井
門
下
に
入
る
前
か
ら
す

で
に
京
都
美
術
協
会
、
関
西
美
術

院
競
技
会
、
内
国
勧
業
博
覧
会
な

ど
に
出
品
、
賞
を
と
っ
て
い
る
。

浅
井
没
後
は
東
京
に
移
り
、
太
平

田
中
善
之
助

「
パ
リ
の
女
」

洋
画
会
や
文
展
な
ど
で
活
躍
し
た

が
、
長
野
の
高
等
女
学
校
の
図
画

教
員
と
な
っ
て
か
ら
は
画
壇
か
ら

遠
ざ
か
っ
た
。
「
冬
の
風
景
」
は

冬
の
夕
幕
の
風
景
を
描
い
た
情
趣

あ
る
作
品
で
あ
る
が
、
力
強
い
タ

ッ
チ
で
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
き
い
た

色
彩
を
つ
か
っ
て
い
る
。

小
川
千
変
は
浅
井
に
学
ん
だ
日

本
画
家
の
一
人
で
、
晩
年
は
南
画

家
と
し
て
し
ら
れ
る
。
明
治
三
十

九
年
に
結
成
し
た
丙
午
会
は
京
都

の
日
本
画
界
に
新
し
い
方
向
を
示

し
た
。
浅
井
没
後
、
陶
磁
器
試
験

場
技
手
と
な
り
、
一
時
期
雑
誌
の

挿
絵
等
も
描
い
た
。
欧
州
旅
行
帰

国
後
は
二
科
会
結
成
に
参
加
、
院

展
洋
画
部
に
も
出
品
し
た
。
「
港
」

は
色
調
や
光
の
と
ら
え
万
、
筆
づ

か
い
に
西
欧
の
絵
画
に
学
ぼ
う
と

す
る
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
。

田
中
善
之
助
の
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン

「
高
台
寺
」

と
「
出
町
」

は
関
西

美
術
院
に
学
ん
で
い
た
頃
の
作
品

で
あ
る
。
研
究
生
は
教
室
内
だ
け

で
な
く
、
よ
く
野
外
写
生
に
で
か

け
た
。
構
図
は
浅
井
の
作
品
に
よ

く
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
面
に
大

き
く
木
々
を
描
き
、
遠
近
感
の
あ

る
空
間
に
点
景
人
物
を
配
し
て
い

る
。
浅
井
没
後
は
黒
猫
会
や
仮
面

会
の
会
員
と
し
て
当
時
の
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
作
風
の
京
都
洋
画
界
に

新
し
い
傾
向
の
意
欲
的
な
作
品
を

発
表
し
た
。
「
パ
リ
の
女
」

は
大

正
1
 
0
年
の
滞
欧
作
で
あ
る
。
大
ま

か
な
等
づ
か
い
と
情
熱
的
な
色
彩

で
パ
リ
の
女
性
を
描
い
て
い
る
。

渡
仏
後
は
関
西
美
術
院
の
教
授
と

な
り
、
ま
た
春
陽
会
々
員
と
し
て

活
躍
し
た
。中

林
儒
「
冬
の
風
景
」

以
上
の
作
品
の
他
、
小
笠
原
豊

混
作
「
中
井
八
重
子
像
」
(
油
彩
、

四
六
・
五
×
三
三
・
五
〇
〇
)
桜
井

忠
剛
作
「
バ
ラ
」

(
油
彩
、
二
三
・

六
×
三
二
・
九
e
m
)
澤
部
活
五
郎

作
「
桜
」

(
油
彩
、
六
六
・
九
×

三
九
・
二
C
m
)

が
新
し
く
収
蔵
さ

れ
た
。

表
紙
作
家
の
紹
介

梅
原
龍
三
郎

昭
治
2
 
1
年

(
]
総
∞
̃
)

京

郡
市
生
。
中
学
3
年
の
終
れ

り
頃
病
気
の
た
め
中
退
。
伊

藤
快
彦
の
画
壇
に
通
い
洋
画

を
学
び
始
め
る
が
、
浅
井
忠

の
聖
護
院
洋
画
研
究
所

(
後

の
関
西
美
術
院
)

の
創
設
に

伴
い
同
所
に
入
学
。
同
期
に

安
井
曽
太
郎
が
い
る
。
後
に

梅
原
、
安
井
時
代
と
称
さ
れ
、

洋
画
の
黄
金
時
代
を
築
い
た

芽
が
す
で
に
こ
こ
で
醸
成
さ

れ
た
お
け
で
あ
る
。

2
0
才
の
時
に
パ
リ
に
留
学

し
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
を
訪
ね
以

来
そ
の
教
え
を
受
け
る
が
、

0
0
オ
半
頃
よ
り
東
洋
美
術
に

深
い
関
心
を
示
し
、
昭
和
9

年
頃
の
た
び
た
び
の
訪
中
に

よ
り
ま
す
ま
す
そ
の
傾
向
を

強
め
て
い
る
。

表
紙
の
作
品
は
、
昭
和
1
2

年
熱
海
の
別
荘
で
描
か
れ
た

も
の
で
、
梅
原
の
最
も
充
実

し
た
時
期
の
も
の
で
あ
り
、

文
人
画
風
の
趣
き
と
豊
か
な

色
彩
は
、
後
の
北
京
シ
リ
ー

一一リレー一一直喜一へ一〇1晴喜一■音喜一一一卜一一一一臆一、㌦一-喜一一一〇什一㌦喜一書一一一音′■‾一
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●

前
衛
絵
画
か
ら
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
へ

(
一
枚
の
絵
と
の
出
合
い
)

本
年
七
月
未
、
千
葉
県
立
美
術

館
夏
季
大
学
講
座
の
講
師
と
し
て

招
か
れ
て
、
演
壇
に
立
た
せ
て
い

た
だ
い
た
。

私
が
ミ
レ
ー
の
「
種
を
ま
く
人
」

を
山
梨
県
立
美
術
館
に
納
入
し
た

当
時
、
新
聞
社
や
放
送
局
な
ど
か

ら
、
ど
う
し
て
ミ
レ
ー
や
バ
ル
ビ

ゾ
ン
の
画
家
達
に
傾
倒
し
て
い
っ

た
の
か
と
い
う
質
問
が
多
か
っ
た
。

そ
こ
で
今
回
の
夏
季
大
学
講
座
で

も
そ
の
こ
と
を
中
心
に
話
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
以
下
は
そ
の
要
約

で
あ
る
。

飯

田

祐

三

私
と
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
絵
画

と
の
出
合
い
は
、
お
よ
そ
今
か

ら
二
十
年
程
前
に
遡
る
。
当
時

は
フ
ラ
ン
ス
の
絵
画
と
い
え
ば

印
象
派
の
巨
匠
、
華
々
し
い
活

躍
を
し
て
い
る
現
代
フ
ラ
ン
ス

画
壇
の
巨
匠
達
、
あ
る
い
は
新

し
い
絵
画
の
分
野
に
挑
戦
し
て

い
る
新
人
や
流
行
の
抽
象
画
が

も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
。
私
も

そ
う
い
っ
た
絵
画
を
目
当
て
に

何
度
か
パ
リ
を
訪
れ
て
い
た
。

き
ら
び
や
か
な
も
の
、
目
新
し

い
も
の
を
求
め
て
パ
リ
中
を
歩
き

回
り
、
そ
れ
ら
に
打
ち
の
め
さ
れ

て
少
々
う
ん
ざ
り
し
か
け
て
い
た

時
、
ふ
と
小
さ
な
画
廊
の
片
隅
で

嘆
を
被
っ
て
い
る
ト
ロ
ワ
イ
ヨ
ン

の
小
品
に
目
が
と
ま
っ
た
。
そ
れ

は
今
ま
で
自
分
が
求
め
て
い
た
も

の
と
は
正
反
対
の
、
あ
ま
り
に
も

控
え
目
な
絵
画
で
あ
っ
た
。

森
の
中
の
小
径
に
か
す
か
に
日

が
当
っ
て
い
る
典
型
的
な
バ
ル
ビ

ゾ
ン
の
絵
画
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

が
私
に
と
っ
て
は
砂
漠
の
中
の
オ

ア
シ
ス
と
な
っ
た
。

し
か
し
私
は
そ
れ
を
直
ち
に
買

い
求
め
た
訳
で
は
な
い
。
ほ
っ
と

し
て
、
た
だ
こ
う
い
う
絵
も
あ
る

の
だ
な
と
思
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

買
っ
た
の
は
別
の
も
の
で
あ
っ
た
。

店
の
主
人
も
決
し
て
す
す
め
は
し

な
か
っ
た
。
私
の
興
味
の
対
象
はコロー「フォンテンブローの風景」

強
烈
な
個
性
や
見
た
こ
と
も
な
い

よ
う
な
新
し
い
表
現
様
式
を
も
っ

た
現
代
絵
画
で
あ
っ
て
、
依
然
と

し
て
バ
ル
ビ
ゾ
ン
の
絵
画
で
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
古

く
、
現
代
生
活
に
マ
ッ
チ
す
る
も

の
で
は
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
を
買

っ
て
日
本
に
持
っ
て
帰
る
な
ん
て

考
え
て
も
み
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
絵
は
妙
に
心
に
残

っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
以
来
、
画
廊

廻
り
や
商
売
に
疲
れ
る
と
、
そ
の

小
さ
な
画
廊
へ
行
っ
て
そ
の
絵
を

見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
度
行
っ

て
も
そ
の
絵
は
嘆
に
ま
み
れ
た
ま

ま
で
あ
っ
た
。

●

い
つ
か
私
は
、
そ
の
絵
が
私
に

と
っ
て
商
売
抜
き
で
見
る
唯
一
の

絵
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ

い
た
。
大
け
さ
に
い
え
ば
、
そ
の

時
点
ま
で
、
私
は
日
本
に
持
っ
て

帰
っ
て
売
れ
る
絵
を
求
め
て
い
た

の
で
あ
っ
て
、
売
れ
そ
う
も
な
い

と
い
う
だ
け
で
随
分
と
い
ろ
い
ろ

な
絵
を
見
過
ご
し
て
き
た
も
の
だ
、

と
深
く
反
省
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。私

は
商
売
と
し
て
ト
ロ
ウ
イ
ヨ

ン
の
絵
を
買
う
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
絵
を
き
っ
か
け
と
し
て
私
は

ミ
レ
ー
、
ク
ー
ル
ベ
、
コ
ロ
ー
や

そ
の
他
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
の
画
家
た

ち
の
絵
を
矩
期
間
に
か
な
り
取
り

扱
う
こ
と
が
出
来
た
。
他
の
画
商

達
が
あ
ま
り
扱
ね
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
今
か
ら
考
え
る
と
か

な
り
ぜ
い
た
く
に
選
別
す
る
こ
と

も
出
来
た
。
し
か
し
ま
た
バ
ル
ビ

ゾ
ン
に
関
す
る
日
本
人
の
研
究
書

が
少
な
い
の
で
、
大
変
苦
労
さ
せ

ら
れ
た
面
も
あ
る
。

パ
リ
の
小
さ
な
画
廊
の
片
隅
に

あ
っ
た
あ
の
ト
ロ
ワ
イ
ヨ
ン
の
小

品
の
、
薄
暗
い
森
の
中
で
ほ
の
か

に
輝
い
て
い
た
小
径
、
ミ
レ
ー
や

コ
ロ
ー
が
歩
い
た
で
あ
ろ
う
フ
ォ

ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
森
の
小
径
が
、

い
つ
の
間
に
か
自
分
の
画
商
と
し

て
の
歩
む
べ
き
道
と
な
っ
て
い
る

の
を
知
っ
て
、
私
は
人
と
絵
の
出

合
の
不
思
議
さ
を
思
ね
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

(
飯
田
画
廊
社
長
)

高
橋
在
久
著
へ
美
術
館
長
)

「
東
京
湾
水
土
記
」

栗東濁水七紀
高橋在久杵

東
京
湾
の
岸
辺
に
生
ま
れ

育
っ
た
筆
者
が
、
自
己
の
原

風
景
を
探
訪
し
た
エ
ッ
セ
ー

集
。
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、

歴
史
の
流
れ
の
中
で
姿
を
変

え
つ
つ
あ
る

〃
ふ
る
さ
と
東

京
湾
〃

の
風
土
を
、
あ
え
て

水
土
と
衰
記
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
資
料
を
も
と
に
、
東

京
湾
の
原
風
景
を
描
く
。

(
未
来
社
、
一
、
二
〇
〇
円
)



みる・かたる・つくる一

ご
あ
ん
な
い

・
、
期
日

2
月
2
 
2
・
2
 
3
日

・
時
間

1
 
0
時
̃
1
 
6
時

・
講
師

浅
見
錦
龍
氏

・
応
募
方
法

往
復
は
が
き

◎
第
二
回
美
術
講
演
会

特
別
展
「
金
工
の
世
界
」

に
伴
い
、
本
年
度
第
二
回
美

術
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

・
期
日

1
月
2
3
日
㈲

・
時
間

1
4
時
̃
1
5
時
半

・
演
題

「
近
代
金
工
へ
の

道
」

・
講
師

香
取
忠
彦
氏

(
東

京
国
立
博
物
館
金

工
室
長
)

◎
第
五
回
美
術
を
語
る
会

展
覧
会
に
つ
い
て

「
語
り

合
い
」

の
中
か
ら
、
作
家
や

作
品
に
つ
い
て
の
知
識
や
理

解
を
深
め
る
た
め
に
行
い
ま

す
。

・
期
日

2
月
6
日
㈲

・
時
間

1
 
4
時
̃
1
 
5
時
半

・
主
題

「
金
工
の
技
法
と

見
方
」

・
話
題
提
供
者

鈴
木
治
平
氏

(
東

京
芸
術
大
学
助
教

授
・
金
工
家
)

◎
書
芸
研
修
講
座

を
▼

∴
ふ
・
∴
・
ヤ

団
体
展
(
1
 
2
月
̃
2
月
)

・
こ
ど
も
県
展

1
2
月
1
日
̃
1
9
日

・
登
龍
社
・
宮
坂
会
書
初
展

l
月
5
日
̃
9
日

・
千
葉
県
大
学
美
術
連
盟
展

l
月
5
日
̃
9
日

・
群
鴎
善
人
展

1
目
口
日
̃
1
 
6
日

・
千
葉
展1

月
1
 
8
日
̃
0
0
日

・
千
葉
県
小
・
中
・
高
書
初
展

覧
会

2
月
l
日
̃
6
日

・
親
子
絵
画
展

2
月
8
日
̃
1
 
3
日

・
千
葉
大
学
教
育
学
部
美
術

科
卒
業
制
作
展

2
月
8
日
̃
1
3
日

・
千
葉
大
学
生
書
道
展

2
月
8
日
̃
1
3
日

罰
聞
出
鼎

9

2726181514月

1
0
月349

教
育
長

特
別
展
を
観
覧

横
山
大
観
記
念
館
一
名

町
田
市
立
博
物
館
一
名

講
演
会
講
師
朝
倉
治
彦
氏

文
部
省
教
科
書
管
理
課
長

他
一
名

国
立
国
会
図
書
館
二
名

茨
城
県
美
術
博
物
館
一
名

美
術
を
語
る
会
話
題
提
供

10

6 月 282616 9

者
森
田
保
氏

1
 
0

日
本
地
図
資
料
協
会
一
名

7203

‖
月9

る
(
佐
倉
市
̃
1
0
月
3
日
)

第
一
回
美
術
講
演
会

彫
塑
入
門
講
座
始
ま
る

千
葉
県
移
動
美
術
館
始
ま

る

(
柏
市

̃
1
 
9
日
)

第
四
回
美
術
を
語
る
会

日
本
画
入
門
講
座
(
二
期
)

洋
画
研
修
講
座
(
三
期
)
始

ま
る

書
芸
入
門
講
座
始
ま
る

洋
画
入
門
講
座
(
二
期
)
始

ま
る
。

陶
芸
入
門
講
座
(
二
期
)
始

ま
る
。

80272

は
月24

千
葉
県
博
物
館
協
会
県
外

研
修
(
群
馬
県

̃
1
 
9
日
)

七
宝
焼
入
門
講
座

(
̃
2
 
1

日
)

関
東
地
区
博
物
館
協
会
調

査
研
究
委
員
会

学
芸
課
長
部
会
(
栃
木
県
)

て
ん
刻
入
門
講
座

(
二
期

̃
5
日
)

1
 
0

美
術
館
博
物
館
館
長
会
議

年
末
年
始
休
館

昭
和
5
7
年
1
 
2
月
2
6
日

)

昭
和
5
 
8
年
1
月
4
日

13

12 11

2 月2519月 26

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館

四
名

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
二

名熊
本
県
立
美
術
館
二
名

山
梨
県
立
美
術
館
一
名

教
育
委
員
他
九
名
視
察

愛
知
県
美
術
館
長
他
一
名

鞘
国
艦

9
日
月0

酬
い
‖11

‖
‖
=2

美
術
資
料
審
査
委
員
会

特
別
展
「
絵
地
図
の
魅
力
」

始
ま
る
(
̃
1
 
0
月
1
 
3
日
)

千
葉
県
移
動
美
術
館
始
ま

● 禁柴器‾ツを持
浅井思・黒田清輝の足跡を訪ねて."

昭和58年2月22日(火ト・3月1日(火)

半328,〇〇〇

千
葉
県
立
美
術
館
友
の
会
及
び

浅
井
忠
研
究
会
の
後
援
で

「
近
代

日
本
洋
画
の
ル
ー
ツ
を
探
る
フ
ラ

ン
ス
集
中
研
修
」
旅
行
を
企
画
し
、

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

訪
問
地
は
芸
術
の
都
パ
リ
と
そ

の
近
郊
に
し
ぼ
り
、
一
般
の
旅
行

で
は
訪
れ
る
こ
と
が
な
か
な
か
で

き
な
い
美
術
館
や
浅
井
忠
、
黒
田

清
輝
が
滞
在
し
、
数
々
の
名
作
を

生
み
出
し
た
グ
レ
ー
村
や
十
九
世

紀
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
ミ
レ
ー
、
コ

ロ
ー
た
ち
が
住
ん
だ
バ
ル
ビ
ゾ
ン

村
な
ど
、
じ
っ
く
り
見
学
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

㈱
日
本
交
通
公
社

営
業
三
課
加

藤
グ
ル
ー
プ
密
呈
-
重
富
-
三
六
一
一
二


